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平成 2６年度上半期（4月～9月）消費生活相談の概要

岡山市消費生活センター 

【相談の概要】

（１） 相談件数は２,０５０件で、大幅に増加した平成２５年度同期（1,９８９件

）よりも、さらに６１件増加。

      年代別では、高齢者層（６０歳代以上）の相談が約１割減少する中、中間

層（30～50歳代）の相談が６６５件と平成２５年度同期比で９３件増加と

なっている。

（２）  相談内容は、「放送・コンテンツ」に関する相談が3２５件と平成２５年

度同期（２０９件）よりも約５５％増加しており、インターネット関係の相

談が急激に増加している。

（３） トラブルになった金額（契約購入金額）の合計は、わかっているだけで 

   も約７億円と、上半期としては過去最高額を更新。

（４）  勧誘手口では、平成２３年度以降に相談が増加している利殖商法（いわゆ

る「もうけ話」）については、上半期だけで1３３件と、平成2５年度同期（

1４6件）に迫る相談が寄せられており、引き続き注意が必要。 

    また、公的機関を騙る医療費の還付金詐欺などの不審な電話に関する相談

が３０件と、平成２５年度同期（１１件）よりも約２．７倍の相談が寄せら

れており、被害はほとんどないものの相談が急増している。 

（１）－１ 相談件数の推移
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（１）－２ 年代別相談件数

年代区分
平成2５年度

4月～９月

平成2６年度

4月～９月

若年層（～20歳代） １４４件 １５７件（ ＋１３件）

中間層（30～50歳代） 5７２件 ６６５件（ ＋９３件）

高齢者層（60歳～） １,０１７件 ９１２件（－１０５件）

          不明 ２５６件 ３１６件（ ＋６0件） 

合 計 １,９８９件 ２,０５０件（ ＋６１件） 

（特徴）・中間層からの相談が大幅（前年同期比＋９３件）に増加。 

        特に放送・コンテンツ関係（インターネットサイト利用料などのトラ   

           ブル）関係に関する相談が多い。 

      ・高齢者からの相談が減少。 

        健康食品の送りつけ商法の相談が激減（前年同期２８３件→１２件）

し、利殖商法（もうけ話）の相談も微減となっている。 

（２）主な相談内容

  ①放送・コンテンツ関係    ３２５件 （前年度同期 2０９件）＋１1６件 

     →アダルト・出会い系サイトの高額な料金請求、インターネットサイト利用料

    の架空請求に関するトラブル、オンラインゲームに関するトラブルなど

〈事例１〉

 あるサイトから900万円当選したというメールが届いた。現金受け取りに必

要なポイントを購入したが、なかなか当選金を受け取れない。相手から指示され

るがままポイントを現金やクレジットカードで購入した。しかし、全く当選金を

受け取ることができなかった。さらに、現金振り込みを指示されたため貯金が底

をつき、騙されているのではないかと気づいた。     （４０歳代 女性） 

〈事例２〉

  今年４月に携帯電話をスマートフォンに買い替えた。扱いに慣れずアダルトサ

イトに繋がってしまい２回にわたり計３８万円振り込んだ。現在、さらに８７万

円の請求があり、支払えないと言ったら２０万円で良いと言う。支払わなければ

ならないか。                     （４０歳代 男性） 

②利殖商法（いわゆる「もうけ話」） 1３３件（前年度同期１４６件）－１３件 

     →未公開株や社債などへの詐欺的な投資勧誘など

〈事例１〉 

  証券会社を名乗る業者から電話があり、「市内にある業者が工場を建設する。

債券を購入しないか」と言われた。興味がないと伝えたが、書類が届いたら電話

がほしいと言われた。その後「あなたの名義で債券２０００万円分を購入し、代

金を振り込んだ。１週間後に債券が届くので、届いたら電話をしてほしい」と言

われた。電話をしてこなければ訴訟にすると言われた。 

（6０歳代 男性）
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〈事例２〉

２年前、高齢の一人暮らしの女性が200万円を投資し、翌月1,000万円を投

資したところ16万円の配当が４回ほどあった。その後配当をもらえなくなり、

業者と連絡がとれない。                （８０歳代 女性）

  ③インターネット通信サービス ９０件（前年度同期４８件） ＋４２件 

     →パソコンのインターネット接続サービス（プロバイダーの乗りかえ相談）など

〈事例〉

  大手通信会社を騙って電話をかけてきた業者に、プロバイダの変更を勧められ

た。申し込みを了承し、クレジットカードの番号を伝えた。その後大手通信会社

からの勧誘ではないことが分かった。今日遠隔操作をしてもらうことになってい

るが、やはり申し込みを撤回したい。          （３０歳代 男性）

〈事例２〉

光回線を利用しているが、他のプロバイダ業者のインターネットの利用料が安

かったので新しく契約をした。その際、元の光回線の契約は解約を申し出た。そ

のため違約金３万円を請求されたので支払ったが、先日３万４０００円が別に口

座から引き落とされていた。説明が無く不審に思う。   （５０歳代 男性）

（３）契約購入金額

契約購入金額合計
平均

契約購入金額

契約購入金額が

1千万円以上の件数

平成2６年度

4月～9月

６億9,94７万円

（4億9,622万円）

１１６万円

（２２８万円）

19件※

（16件）

平成2５年度

 4月～9月 

６億412万円

（３億6,100万円）

９２万円

（１１１万円）

１３件

（6件）

 ・平均契約購入金額は相談件数のうち金額が判明している相談のみで算出 

・（  ）内の金額・件数は契約当事者が６０歳以上のもの 

※利殖商法のトラブル、住宅の建築契約に関するトラブルなど 

（特徴）

・トラブルになった金額（契約購入金額）の合計は、わかっているだけでも 

約７億円と、上半期としては過去最高額を大幅に更新。 

・平均契約購入金額も前年度同期よりも高くなっており、さらに６０歳以上の金額 

も倍増し、トラブル金額が高額化している。 

・購入金額１千万円以上の高額なトラブル件数も増加し、特に６０歳以上のトラブ 

ルが大幅に増加し１６件となり、うち１４件（８７．５％）が利殖商法のトラブ

ルとなっている。 
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 （４）勧誘手口

 ①利殖商法   ※事例は（２） ②利殖商法を参照

（利殖商法とは）

「必ずもうかる」などと、未公開株や社債などの投資を勧誘する、いわゆる

「もうけ話」に関する手口。一度契約してお金を払ってしまうと、業者と連絡

が取れなくなるなど、詐欺的な手口が非常に多い。 

件数
平均契約購入金額

（最高額）

平均既払い額

（最高額）

平成26年度

4月～9月
133件

591万円

（2,000万円）

231万円

（1,200万円）

平成2５年度

4月～9月
146件

824万円

（１億４,000万円）

１,317万円

（１億４,000万円）

平成2４年度 

4月～9月 
49件 

287万円 

（１,000万円） 

240万円 

（790万円） 

・平均契約購入金額及び平均既払い額は相談件数のうち金額が判明している相 

談のみで算出 

（特徴）

・23 年度以降に相談が増加した利殖商法については、上半期だけで 133 件と、

上半期で過去最高だった 25 年度（上半期：146 件）に迫る相談が寄せられて

おり、引き続き注意が必要となっている。

・送金方法については、口座への振込みのほか、書類などと偽って郵便や宅配便等

で送金させる手口や、契約当事者の自宅に直接業者が集金に来る手口など多様

化・巧妙化。 

 ②公的機関を騙る医療費の還付金詐欺などの不審な電話が増加 

（不審な電話とは）

「払いすぎた医療費の還付金がある」などと市役所など公的機関を騙り電話

をかけて、ATMに誘導し、お金を振り込ませるといった手口。最近では、世帯

状況や収入状況、銀行口座などの個人情報を聞き出すといった相談も多く寄せら

れている。

件数 

平成26年度

4月～9月
3０件

平成2５年度

4月～9月
１１件
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〈事例１〉

  市の国民健康保険課を騙り、若い男性から「昨年度の医療費を還付する。書類

を送ったが期限を過ぎても返信がない。直接銀行口座に振り込むので、銀行の口

座番号を教えてほしい」と言われた。すぐに不審に思ったので自分で確認すると

いい、電話を切った。                  （70代 男性） 

〈事例２〉

岡山市消費生活センターを名乗る男性から、「通販事業者など４件個人情報の

登録があり、抹消手続きを呼び掛けているので、手続きをするか」と電話があっ

た。利用したことがある事業者だったので抹消手続きを依頼したら、１件は通常

手続きでは処理できないので、明日、別の者より連絡があると言われ電話が切れ

た。家族構成や預金口座など余計な情報は言っていないが、後で考えると不安に

なった。本当だろうか。                （７０歳代 女性）


